
直
線
の
時
間
と
円
環
の
時
間
　
一
（
五
百
字
）

時
間
の
流
れ
方
に
は
、
二
つ
の
と
ら
え
方
が
あ
る
。
一
つ
は
過
去
か
ら
未
来
へ
一
方
向
に
進
む
直
線
の
時
間
、
も
う
一

つ
は
春
夏
秋
冬
の
よ
う
に
め
ぐ
り
、
く
り
か
え
す
円
環
の
時
間
だ
。
「
円
環
」
と
は
、
輪
の
よ
う
に
つ
な
が
っ
た
形
の
こ

と
で
あ
る
。

直
線
の
時
間
は
、
過
去
か
ら
未
来
へ
、
一
方
向
に
だ
け
進
む
。
去
年
は
二
度
と
来
ず
、
来
年
は
今
年
と
は
ち
が
う
年
に

な
る
。
だ
か
ら
、
前
へ
進
む
こ
と
、
つ
ま
り
進
歩
や
成
長
が
中
心
に
な
る
。
一
年
生
が
六
年
生
に
な
り
、
で
き
る
こ
と
が

ふ
え
る
、
と
い
う
見
方
だ
。
暦
は
ど
う
か
。
積
み
重
な
っ
て
い
く
。
西
暦
は
毎
年
数
が
増
え
、
年
表
は
左
か
ら
右
へ
の
び

て
い
く
。
誕
生
日
の
た
び
に
年
れ
い
が
一
つ
増
え
る
の
も
、
こ
の
時
間
の
数
え
方
だ
。

こ
れ
に
対
し
て
、
円
環
の
時
間
は
、
輪
の
よ
う
に
め
ぐ
っ
て
、
も
と
に
も
ど
る
。
春
が
来
て
、
夏
、
秋
、
冬
を
へ
て
、

ま
た
春
が
来
る
。
進
む
と
い
う
よ
り
、
く
り
か
え
す
時
間
だ
。
田
植
え
を
し
て
稲
を
か
り
、
ま
た
田
植
え
を
す
る
農
業
の

く
ら
し
は
、
こ
の
時
間
の
中
に
あ
る
。
次
に
、
暦
は
め
ぐ
る
。
お
正
月
、
七
夕
、
お
盆
と
い
う
年
中
行
事
は
、
毎
年
同
じ

時
期
に
く
り
か
え
さ
れ
る
。
十
二
支
も
、
十
二
年
で
一
ま
わ
り
し
て
、
ま
た
ね
ず
み
に
も
ど
る
。

進
む
か
、
め
ぐ
る
か
。
同
じ
一
年
を
、
ど
ち
ら
の
形
で
見
る
か
が
、
二
つ
の
と
ら
え
方
を
分
け
て
い
る
。

課
題
一
　
こ
の
文
章
を
百
字
以
内
で
要
約
し
よ
う
。

課
題
二
　
比
べ
て
い
る
観
点
を
二
つ
書
こ
う
。

①②
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直
線
の
時
間
と
円
環
の
時
間
　
二
（
千
字
）

時
間
の
流
れ
方
に
は
、
二
つ
の
と
ら
え
方
が
あ
る
。
一
つ
は
過
去
か
ら
未
来
へ
一
方
向
に
進
む
直
線
の
時
間
、
も
う
一

つ
は
春
夏
秋
冬
の
よ
う
に
め
ぐ
り
、
く
り
か
え
す
円
環
の
時
間
だ
。
「
円
環
」
と
は
、
輪
の
よ
う
に
つ
な
が
っ
た
形
の
こ

と
で
あ
る
。

直
線
の
時
間
は
、
過
去
か
ら
未
来
へ
、
一
方
向
に
だ
け
進
む
。
去
年
は
二
度
と
来
ず
、
来
年
は
今
年
と
は
ち
が
う
年
に

な
る
。
だ
か
ら
直
線
の
時
間
で
は
、
前
へ
進
む
こ
と
、
つ
ま
り
進
歩
や
成
長
が
中
心
に
な
る
。
計
画
を
立
て
て
目
標
に
向

か
う
の
も
、
こ
の
時
間
の
考
え
方
だ
。
次
に
、
暦
は
積
み
重
な
っ
て
い
く
。
西
暦
は
毎
年
一
つ
ず
つ
数
が
増
え
、
年
表
は

左
か
ら
右
へ
の
び
て
い
く
。
誕
生
日
の
た
び
に
年
れ
い
が
一
つ
増
え
、
学
年
が
一
つ
上
が
る
の
も
、
直
線
の
時
間
の
数
え

方
だ
。
人
は
、
学
校
の
学
年
や
、
成
長
の
記
録
の
中
で
、
こ
の
時
間
を
生
き
て
い
る
。
一
年
生
が
六
年
生
に
な
り
、
で
き

な
か
っ
た
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
、
と
い
う
見
方
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

た
と
え
ば
、
小
学
校
の
六
年
間
の
う
ち
に
、
一
年
生
の
と
き
は
読
め
な
か
っ
た
漢
字
が
読
め
る
よ
う
に
な
り
、
泳
げ
な

か
っ
た
子
が
二
十
五
メ
ー
ト
ル
を
泳
げ
る
よ
う
に
な
る
。
身
長
は
毎
年
少
し
ず
つ
の
び
、
学
年
は
一
つ
ず
つ
上
が
っ
て
、

も
と
に
は
も
ど
ら
な
い
。
卒
業
式
の
日
、
六
年
前
と
同
じ
教
室
に
す
わ
る
こ
と
は
も
う
な
い
。
一
年
前
の
自
分
に
も
、
も

う
も
ど
れ
な
い
。

円
環
の
時
間
で
は
、
話
が
ち
が
っ
て
く
る
。
円
環
の
時
間
は
、
輪
の
よ
う
に
め
ぐ
っ
て
、
も
と
に
も
ど
る
。
春
が
来

て
、
夏
に
な
り
、
秋
、
冬
を
へ
て
、
ま
た
春
が
来
る
。
進
む
と
い
う
よ
り
、
く
り
か
え
す
時
間
だ
。
田
植
え
を
し
て
、
稲

を
か
り
、
冬
を
こ
し
て
、
ま
た
田
植
え
を
す
る
農
業
の
く
ら
し
は
、
こ
の
時
間
の
中
に
あ
る
。
暦
は
ど
う
か
と
い
え
ば
、

め
ぐ
る
。
お
正
月
、
ひ
な
祭
り
、
七
夕
、
お
盆
、
大
み
そ
か
と
い
う
年
中
行
事
は
、
毎
年
同
じ
時
期
に
同
じ
形
で
く
り
か

え
さ
れ
る
。
十
二
支
も
、
ね
ず
み
か
ら
い
の
し
し
ま
で
の
十
二
年
で
一
ま
わ
り
し
て
、
ま
た
ね
ず
み
に
も
ど
る
。
人
は
、

季
節
や
行
事
の
中
で
、
こ
の
時
間
を
生
き
て
い
る
。
一
日
も
同
じ
で
、
朝
が
来
て
、
夜
が
来
て
、
ま
た
朝
が
来
る
く
り
か

え
し
の
中
で
生
活
し
て
い
る
。

四
月
に
始
業
式
、
秋
に
運
動
会
、
冬
に
マ
ラ
ソ
ン
大
会
、
三
月
に
修
了
式
。
同
じ
小
学
校
の
一
年
を
行
事
で
た
ど
る

と
、
こ
の
並
び
は
、
一
年
生
の
と
き
も
六
年
生
の
と
き
も
変
わ
ら
な
い
。
運
動
会
の
朝
に
弁
当
を
作
る
家
の
様
子
も
、
毎

年
同
じ
よ
う
に
く
り
返
さ
れ
る
。
次
の
四
月
に
は
、
ま
た
始
業
式
が
や
っ
て
来
る
。

直
線
の
時
間
は
、
進
ん
で
も
ど
ら
な
い
。
円
環
の
時
間
は
、
め
ぐ
っ
て
も
ど
っ
て
く
る
。
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直
線
の
時
間
と
円
環
の
時
間
　
二
（
千
字
）
　
課
題

課
題
一
　
こ
の
文
章
を
百
九
十
字
以
内
で
要
約
し
よ
う
。

課
題
二
　
比
べ
て
い
る
観
点
を
三
つ
書
こ
う
。

①②③
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直
線
の
時
間
と
円
環
の
時
間
　
三
（
千
字
・
硬
い
語
彙
）

時
間
の
流
れ
方
に
は
、
二
つ
の
捉
え
方
が
存
在
す
る
。
一
つ
は
過
去
か
ら
未
来
へ
一
方
向
に
進
行
す
る
直
線
の
時
間
、

も
う
一
つ
は
春
夏
秋
冬
の
よ
う
に
循
環
し
、
反
復
す
る
円
環
の
時
間
で
あ
る
。
「
円
環
」
と
は
、
輪
の
よ
う
に
連
な
っ
た

形
状
の
こ
と
で
あ
る
。

直
線
の
時
間
は
、
過
去
か
ら
未
来
へ
、
一
方
向
に
の
み
進
行
す
る
。
昨
年
は
二
度
と
到
来
せ
ず
、
来
年
は
今
年
と
は
異

な
る
年
と
な
る
。
ゆ
え
に
直
線
の
時
間
に
お
い
て
は
、
前
進
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
進
歩
や
成
長
が
中
心
と
な
る
。
計
画

を
立
て
て
目
標
に
向
か
う
の
も
、
こ
の
時
間
の
思
考
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
暦
は
累
積
し
て
い
く
。
西
暦
は
毎
年
一
つ
ず
つ

数
値
が
増
加
し
、
年
表
は
左
か
ら
右
へ
延
び
て
い
く
。
誕
生
日
の
た
び
に
年
齢
が
一
つ
増
加
し
、
学
年
が
一
つ
上
が
る
の

も
、
直
線
の
時
間
の
数
え
方
で
あ
る
。
人
間
は
、
学
校
の
学
年
や
、
成
長
の
記
録
の
中
で
、
こ
の
時
間
を
生
き
て
い
る
。

一
年
生
が
六
年
生
と
な
り
、
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
可
能
に
な
る
、
と
い
う
見
方
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。

小
学
校
の
六
年
間
の
う
ち
に
、
一
年
生
の
と
き
は
読
め
な
か
っ
た
漢
字
が
読
め
る
よ
う
に
な
り
、
泳
げ
な
か
っ
た
子
ど

も
が
二
十
五
メ
ー
ト
ル
を
泳
げ
る
よ
う
に
な
る
。
身
長
は
毎
年
少
し
ず
つ
伸
び
、
学
年
は
一
つ
ず
つ
上
が
り
、
原
点
に
は

回
帰
し
な
い
。
卒
業
式
の
日
、
六
年
前
と
同
じ
教
室
に
座
る
こ
と
は
も
は
や
な
い
。
一
年
前
の
自
己
に
も
、
も
は
や
回
帰

で
き
な
い
。

一
方
、
円
環
の
時
間
は
、
輪
の
よ
う
に
循
環
し
て
、
原
点
に
回
帰
す
る
。
春
が
到
来
し
、
夏
と
な
り
、
秋
、
冬
を
経

て
、
再
び
春
が
到
来
す
る
。
進
行
す
る
と
い
う
よ
り
、
反
復
す
る
時
間
で
あ
る
。
田
植
え
を
し
、
稲
を
刈
り
、
冬
を
越
し

て
、
再
び
田
植
え
を
す
る
農
業
の
生
活
は
、
こ
の
時
間
の
内
部
に
あ
る
。
暦
は
循
環
す
る
。
正
月
、
ひ
な
祭
り
、
七
夕
、

盆
、
大
み
そ
か
と
い
う
年
中
行
事
は
、
毎
年
同
一
の
時
期
に
同
一
の
形
式
で
反
復
さ
れ
る
。
十
二
支
も
、
ね
ず
み
か
ら
い

の
し
し
ま
で
の
十
二
年
で
一
巡
し
、
再
び
ね
ず
み
に
回
帰
す
る
。
人
間
は
、
季
節
や
行
事
の
中
で
、
こ
の
時
間
を
生
き
て

い
る
。
一
日
も
同
様
で
あ
り
、
朝
が
来
て
、
夜
が
来
て
、
再
び
朝
が
来
る
反
復
の
内
部
で
生
活
し
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
同
じ
小
学
校
の
一
年
を
行
事
に
よ
っ
て
た
ど
る
と
、
四
月
に
始
業
式
が
あ
り
、
秋
に
運
動
会
が
あ
り
、
冬

に
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
あ
り
、
三
月
に
修
了
式
が
あ
る
。
こ
の
配
列
は
、
一
年
生
の
と
き
も
六
年
生
の
と
き
も
変
わ
ら
な

い
。
運
動
会
の
朝
に
弁
当
を
作
る
家
庭
の
様
子
も
、
毎
年
同
様
に
反
復
さ
れ
る
。
次
の
四
月
に
は
、
再
び
始
業
式
が
到
来

す
る
。

成
長
や
計
画
を
語
る
な
ら
直
線
の
時
間
、
季
節
や
行
事
を
語
る
な
ら
円
環
の
時
間
で
あ
る
。
同
じ
一
年
が
、
い
ず
れ
の

形
で
も
捉
え
ら
れ
る
。
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直
線
の
時
間
と
円
環
の
時
間
　
三
（
千
字
・
硬
い
語
彙
）
　
課
題

課
題
一
　
こ
の
文
章
を
百
九
十
字
以
内
で
要
約
し
よ
う
。

課
題
二
　
比
べ
て
い
る
観
点
を
三
つ
書
こ
う
。

①②③
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